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№ D-110 

【様式２】 

部門名： 校内研修プログラム 
エントリー名：  

筑西市立下館中学校 大島健 平成 30 年度第４回中堅教員研修 

活動名：  若手教員を育てる職員研修  ～ ベテラン教員と語り合う希望者研修 ～ 

解決すべき課題： 若手教員に，教員としての基礎的なスキルを身に付けさせたい。 

本校は，毎年新規採用教員が２人ずつ入ってきている状況にあり，非常に若手の多い職員構成となって
いる。平成３０年度は，職員数３５名のところ，２０代が１３名，３０代前半が６名と，３４歳以下
の職員が全体の５０％を超えていた。学年によっては，５クラス中４クラスの担任が２０代ということもあり，
互いにポイントを押さえきれないまま指導に当たっていることも少なくない。 
そこで，中央研修で学んだ「リフレーミング」，「授業の進め方」等を含めた希望者研修を企画・実践し，若

手教員に教員としての基礎的なスキルを身に付けさせ，より効果的な指導を行ってもらいたいと考えた。 
 
・リフレーミング・・・このスキルが若手教員に身に付くことにより，教員と生徒一人一人との関係が良好なもの

になり，様々な指導がより浸透するようにしたい。 
・授業の進め方・・・生徒一人一人や学習集団としての意識を改善することで，支持的風土を築き上げてい

くことの重要性を伝える。また，「学び取る」学習スタイルの在り方について考えられるよう
にしたい。 

目標・方針： 若手教員が，授業やその他の時間に，自信をもって生徒たちに関われるようにする。 

 ・全体で行う職員研修とは別に，希望者だけが参加する「希望者研修」を企画する。 
 ・演習を基本とし，和やかな雰囲気の中で研修が進むようコーディネートする。 
 ・様々な年代の先生と意見交換することで，若手教員が多様な考えに触れられるようにする。 
 ・今，悩んでいることについても発言してよいことを伝え，その改善や教員のメンタルヘルスにも資する。 

活動内容： 希望者だけが参加する希望者研修（いくつかを例示） 

・リフレーミングの演習 
・授業の進め方①「支持的風土をもつ学習集団の形成」演習 
・授業の進め方②「『学び取る』学習スタイルの一事例」演習 

 
活動の成果： 「生徒にプラス思考で関われるようになった」，「聞く態度を重要視するようになった」等の声

が聞かれ，全国学力・学習状況調査の生徒質問紙においてもよい結果が見られた。 
 
「先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか？」「生徒の間で話し合う活動を通じて，自分

の考えを深めたり，広げたりすることができていると思いますか？」等の質問において，全国平均よりも高い結果
が見られた（右にグラフあり）。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 

・毎回ではないが，部活のない日に短縮日課をつくり，研修の時間を確保できるようにした。 
・構成的グループエンカウンターのエクササイズ等を用いてアイスブレイクし，それから研修に入ることで，より和
やかな雰囲気で進められるようにした。アイスブレイクの方法を若手教員が学ぶ機会にもなった。 
・研修の中心となる演習では，若手教員だけでなくベテラン教員やミドル教員にも実演してもらう機会を設け
ることで，若手教員が多様な考え方や実践に触れられるようにした。 

 
【リフレーミングの演習】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  写真１：ペアでの演習 
 
 
 【授業の進め方の演習】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  写真２：聞き方指導の演習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  写真３：「学び取る」学習スタ 

イルの演習 

 

「先生は，あなたのよいところを認めてくれていると思いますか？」 

「生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思いますか？」 

◆進め方 
① リフレーミングの説明 ②デモンストレーション ③演習（ペア→グループ） 

◆研修の様子  
   「テストでよい点数がとれないことを悩む生徒にどんな言葉をかけるか？」とい
う状況を想定して進めた。若手教員は，ベテラン教員やミドル教員の言葉のか
け方に感銘を受けていた。一方で，若手教員の言葉のかけ方に「私もそうだっ
ったよ」と共感したり，「そういうのもいいね」と認めたりするベテラン教員やミドル
教員の姿もあった。 

◆参加者の声 
   「先輩の先生方は，やっぱり言葉のかけ方がうまい。」，「生徒の役をやって
みて，認めてもらう言葉の嬉しさを感じた。」，「他の学年の先生方とも距離が
縮み，これからももっと話してみたいと思った。」 

◆進め方（研修を２回に分けた） 
第１回・・・支持的風土をもつ学種集団の形成（聞き方指導の演習） 
 ①よい聞き方をさせるための先生の言葉かけ演習（小グループ） 
②            〃              （全体） 
③実演した先生のよさについてのシェアリング 

第２回・・・「学び取る」学習スタイルの一事例（「出前学習」の演習） 
     出前学習とは，グループで話し合ったことを他グループに伝えることでアウ

トプットの機会を増やし，思考・判断・表現力を高める学習方法である。 
先生役，生徒役に分かれて模擬授業を行う中で①②③を実践 

①自力解決 ②グループでの話合い ③他グループに出前しての話合い 
◆研修の様子  
   第１回は，「授業中，生徒がざわついている時にどんな言葉をかけるか？」
とい状況を想定して演習を行った。小グループでは，全員が先生役になって実
演した。全体では，グループの代表者が実演した。真面目に諭す先生，冗談
で生徒を引きつける先生，黙って生徒に気付かせる先生など様々であった。 

   第２回は，数学の模擬授業の中で「出前学習」の演習を行った。自力解
決を無言で行うことで，できる生徒に頼ることができないメリットやデメリットを感
じたり，他グループに出前で発表しに行くことで緊張感が生まれ，グループでの
話合いに必要感が生まれるということを感じたりしていた。 

◆参加者の声 
   「聞く態度がなっていないまま話していることが多いので，授業中だけでな
く，朝の会や帰りの会などでも気をつけていきたい。」，「聞ける集団をつくること
の重要性を感じた。」，「誰が話しに行くか分からないので，数学が苦手な私
は他の人の話をよく聞かなきゃと思った。」，「発表しながら，自分の考えが明
確になっていくことを感じた。」 


